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ピーク温度－圧力がおよそ 850℃－150MPa であり、
残留応力を緩和するためである。 

50kW ビーム照射時は 500℃前後で HIP 処理温度
に近づくため高温時はより内部応力は緩和される方
向である。 

4. まとめと今後の予定 
 2 種類の形状で入射ビーム強度数十 kW から

100kW までの Pt 標的（50%ロス）の発熱温度、
応力分布、冷却の可否を検討した。 

 標的 Pt と冷却水配管を埋め込んだ Cu ブロック
はビームによる瞬間的な内部発熱により、温度
上昇すると共に接合面に強いせん断応力を発生
することが分かった。 

 せん断応力を緩和するため緩衝材として Au と
Ni について、接合性を確認する試験を行い、
Ni が選択した。 

 緩衝材に Ni を用いて間接水冷 Pt 標的を製作し
た。 

 平成 23 年 12 月からの RUN では、この標的を
用いて実験を行う予定である。 
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